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く＞t 1 2月17日よ D処理プロのνベルアップ陀ともない、修正された点、金よびいまだ陀制限事項

となっているものがありますのでb知らぜいたします。

m すべてのジヨプ陀関して

(1) コンパイル時 LIED時、実行時

完了コード49 9で終って金りましたらセンターに連絡して〈ださい。

(2) 登録したソースファイルのメンパー名指定（ ELMNAMEの指定）を有効托したo

(ll) FORTRAN 

修正された点

(1) ～ δP T IδN交でδMI T指定をしますと

FδR MA T分解をコンパイル時陀行うよう修正

＊実行時間が短〈な bますo

{2¥ 配列の添字が定数 1の場合 複素数の値が正しくはいらなかったのを修正

例。（ 1 ) ... ( 0. 0 ' 0. 0 ) 

(3) 交関数K交の番号があると正しくコンパイルしなかったものをするよう K修正

(4) δP T IδN.交のδMI T指定で、サブルーチンのパラメータ数のチェックを行なわない場

合、呼ぶ例のパラメータの数が、呼ばれた側のパラメータ数よ b少ない時、呼んだステート

メント（CALL究）の次のステートメントが実行されない事があったのを修正。

(5l Dタイプで究開数の仮引数を配列の添字陀使用した場合、正しい績がはいらなかったのを

修正

制限事項

(1l 0タイプで同じREA D交でデータを読み込んだ変数を配列の添字式に使用できない。

例 REAf>(5,100) (I,J,U(l,J)) 

(2l Dタイプで多重代入交が使用できない。

(3) δP T IδNで δMI T指定をする時

入出力交のFδRMA T指定で配列名のものがあってはならなけ。
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く）2. サブルーチンQBL IS T及び広報VoL.3，必.6で念知らぜしましたサブルーチンVLIM, 

TITLE.PAO Eは 12月17日の処理プロの νベルアップにともない、多少変更が生じました。

従って、当分の間使JBできまぜんので御了承ください。
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